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晴天の中、さくら祭り開催
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《常陸大宮市へ》

善意をありがとう
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『無免許運転』にな
る場合があります。

　４月25日、緒川地域のやすらぎの里公園で、
やすらぎの里公園さくら祭りが開催されました。
　濃いピンク色のつぼみをたくさんつけた八重桜
と数日前に満開となったしだれ桜に囲まれて、和
太鼓演奏やよさこいソーラン踊りなどのイベント
が催され、多くの家族連れが訪れました。

晴天の中、さくら祭り開催

▲昨年結成された市内「舞響連」の演舞

内　容 処理件数
市 道 の 補 修 1,151件
蜂の巣の駆除  395件
動物死体処理  102件
そ の 他  244件
合 計 1,892件

▲益子さん

▲小泉さん

《奨学基金へ》

匿名　10,000円

敬称略

国際交流ボランティア「ばらの会」
（会長　松本　とみ子）

50,000円

第二ダンスクラブ
（会長　横山　英明）

30,000円

その他には、学校やゲートボール場等
への砂運搬、ハクビシン等の駆除等が
含まれます。
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常陸大宮市の魅力を再認識
茨城大学人文学部社会科学科４年　　

野上　敦司さん（若林在住）

　１月23日、24日の茨城大学「常
陸大宮キャンパス」の構外学習を
受講したことで、川や山、田畑と
いった自然に恵まれている常陸大
宮市の魅力を再認識することがで
きました。
　受講後、常陸大宮市のまちづく
りに学生がどのように関われるか
を友人達と話し合う中で、農業などの体験をしてみ
たい、自然ともっと触れ合いたい、地元の子ども達
といっしょにまちづくりの活動ができないだろう
か、といった声があがりました。
　そこでこの４月から、塩田地域活性化プロジェク
トに参加し、常陸大宮市での活動を始めています。
畑作業などを通して自然の大切さを考えていき、積
極的に地域の方々との関わりを持っていけたらと
思っていますので、ご指導をよろしくお願いしま
す。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和
した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

いっしょにまちづくり
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単位：人

小　　　学　　　校

学校名 男 女 計

村　田 12 20 32

大　場 3 3 6

上　野 29 21 50

大　宮 22 26 48

大　賀 5 14 19

大宮北 5 8 13

世　喜 8 9 17

大宮西 33 40 73

山　方 13 16 29

山方南 11 14 25

美　和 7 10 17

緒　川 14 8 22

御前山 15 23 38

合　計 177 212 389

中　　　学　　　校

学校名 男 女 計

大　宮 66 80 146

第　一 33 16 49

第　二 37 36 73

山　方 25 35 60

美　和 17 14 31

緒　川 16 16 32

御前山 11 16 27

合　計 205 213 418

　警視庁が考案した子どもを誘拐から守る標語
「イカのおすし」をご存じですか？
　⑴　知らない人にはついて「イカ」ない。
　⑵　知らない人の車には「の」らない。
　⑶　何かあったら「お」おごえを出す。
　⑷　「す」ぐ逃げる。
　⑸　誰かに「し」らせる。
から文字を取ったもので、子どもが危険な目に遭
わないようにするための注意事項です。子どもだ
けで出掛ける時は、この防犯の基礎を守らせるよ
うにしましょう。

知らない人についてイカない！

知らない人の車にのらない！

「助けて！！」とおおごえでさけぶ！

その場からすぐにげる！

大人にしらせる！

希
望
を
抱
き

子どもを守る「イカのおすし」!?


